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2013年度社会人類学研究室 卒業論文・修士論文・博士論文一覧
卒業論文(首都大学東京人文・社会系社会学コース社会人類学分野)
氏名 論文タイトル 指導教員
天沼日向子 天文ボランティアの民族誌
一 第三の場所 としての葛飾区郷土と天文の博物館の可能性
石田
新井ひかる 変身制御技術としての化粧行為 自己同一性を象徴する顔面への 「ささや
かな」実践と 「過剰な」実践への考察
石田
及川夏実 家族 ・親族の人類学的考察一 福島県のある家族の事例から
石田
太田沙織 食文化マイノリティとしてのベジタリアン
ー 「好きに食べる」ことを許さない社会の中で
石田
川勝容子 集団暴力をめぐる記憶の共有可能性一 「原爆の絵」から見えてくるもの
石田
菅嶋ななみ 死の医療化に組み込まれる臓器移植
一 匿名の贈与と人格
石田
森下陽子 コスプレイヤーはいかにしてキャラクターとなるのか
写真撮影による作品の完成
石田
森田充紀 娯楽による異文化理解の可能性について
一 ドイツにおける多文化主義の経験から
石田
山田佳菜子 「語り」から考える今後の防災
十 岩手県大船渡市三陸町綾里の調査から
石田
山田 環 「K-POP」が で き るま で
フ ァ ンの活 動 か ら見 え る もの
石田
阿部 真 異文化間の対話、自己と他者理解へのアプローチ
ダイアログ ・イン・ザ ・ダークの事例から
石田
石田悦子 真実とはセクシャルなものである
一 乱E㎜ERMcQ肥ENの 彷1皇
綾部
坂口弘樹 公私の境一Facebookにみる目本人のプライバシー観
綾部
佐久本りの 「沖縄」という文脈におけるキリス ト教
一 あるカトリック信者の事例から
綾部
丹野未菜海 「もの」から芸術へ
一 カナダ ・イヌイットにおける滑石彫刻の推移
綾部
道海沙妃菜 アイ ドルと知性一一新たなアイ ドル像の構築における付加価値の介在
綾部
長谷川聖子 エ ス ニ シ テ ィ と コー ヒー 一 ベ トナ ム 系 ア メ リカ 人 コ ミ ュニ テ ィ にお け る
「コー ヒー シ ョ ップ 」 の布 置
綾部
松浦緑子 企業のリンキング ・サステナビリティー オーガニックコットン製品にみるエシカル市場
綾部
亀井 深 分析概念としての 「結界」と 「ケガレ」
事象を分類 した観点から
伊藤
古川いつみ 祭 りにおける男女の役割 と人々のつながり一 唐津くんちの事例から
伊藤
山田麻葵 震災記録の可能性一 新潟県中越地震 ・中越メモリアル回廊を事例に
高桑
二宮 彩 よそ者にみる持続可能な 「地域づくり」とは
高知県土佐清水市への移住者の事例より
高桑
相川真凛 その人らしさとつながること一 介護の現場において、一般性に基づく 「制
度」の下で人々はいかに個別性をつくり出しているか
小田
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野々口晴香 武道とシェンダー
日本女性と 「なきなた」の関係から
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修士論文(首都大学東京大学院人文科学研究科社会行動学専攻社会人類学分野)
氏名 論文タイトル 主査
荒木 亮 「イスラーム復興現象」再考一 イン ドネシアの 「世俗的説教師」アア ・ギム
の浮沈から読み解く恒常陛の位相
小田
板久梓織 アー ト・ワール ドを超えた制度的なネットワークの可能性と試み
一 日本のアフリカ美術展示を対象に
石田
佐藤初音 期待される共有
一 直葬の文化人類学的研究
何
博士論文(首都大学東京大学院人文科学研究科社会行動学専攻社会人類学分野)
氏名
小林 誠
論文タイトル
神話と首長 制一 ツバル ・ナヌメア環礁社会における 「真実の物語」の探求を
めぐる民族誌
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